
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 復習です 

  A・・2         

 5 □ 

 

□＝5×A＋2・・（ア） 

 (5 の倍数＋2) 

 

2 を前にもってきても同じ 

2＋5の倍数 

 

2 からはじまる公差 5の数列 

  

 

(1) （ア）、（イ）の式の Aに 0,1,2,3,・・・を代入する。 

 

  5×0＋2＝2 

  5×1＋2＝7 

  5×2＋2＝12 

  5×3＋2＝17 

  5×4＋2＝22 

 

    

(2) 

 22 の後は，5と 6の最小公倍数の 30飛びで数列ができます。 

 

  

   

A・・4        

 6 □ 

 

□＝6×A＋4・・（イ） 

(6 の倍数＋4) 

 

4 を前にもってきても同じ 

4＋6の倍数 

 

4 からはじまる公差 6の数列 

 

6×0＋4＝4 

6×1＋4＝10 

6×2＋4＝16 

6×3＋4＝22 

 

5 飛び 6 飛び 

このような最も小さい数は 22 です。 22 

 

6 番目 6 番目ということは，間の数は 

6－1＝5個 

したがって， 

22＋30×5＝172 
172 

その 12 

 

テキストは四谷大塚でお買い求めください。 中学受験のヘクトパスカル 

 


